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第４章 農業研究の推進に関する施策

１ 研究推進体制の整備充実

施策の方向■

● 研究調整部門を中心とした研究の企画・立案機能を強化するとともに、県民の意見を的

確に反映できるような仕組みを構築します。

● 研究課題評価システムの充実を図り、必要に応じて研究課題や研究実施体制を見直しま

す。また、競争的研究資金制度等の外部資金の活用を積極的に進める等、研究の効率的推

進と予算の確保に努めます。

● 資質の高い研究員の育成と外部の優れた人材を活用し、研究のレベルアップを図ります。

施策の内容■

（１）研究の企画・立案機能の強化

① 試験研究に対するニ－ズが多様化、高度化する中で、試験研究機関の機能を十分発揮するため

には、研究調整部門と研究部門が連携して、技術開発ニーズの把握による研究課題化、プロジェ

クト研究や共同研究の調整・立案など、コーディネート機能の充実・強化に努めます。

② 試験研究課題の要望調査や地域研究員制度の活用等により、研究課題の企画、立案に県民の意

見を的確に反映し、研究成果の現場への普及、実用化までを見据えた課題設定を行います。

③ 研究課題の設定にあたっては、国立研究開発法人、大学、他県等の研究機関の情報を収集、整

理し、課題に反映させます。

（２）研究課題評価システムの充実

① 研究の課題化から管理、成果の実用化までの一連の体系を効率的に進めるためには、研究課題

評価システムの強化が不可欠です。

このため、毎年度、目標とする研究成果の達成状況を総合的に検証、評価し、その後の研究推

進や新規課題に反映させます。

② 事前、中間及び事後評価の評価結果並びに施策の展開状況等を踏まえ、必要に応じて研究課題

や研究実施体制を見直します。

（３）研究の効率的推進と予算の確保

① 重点的な取組みが求められている研究分野に研究資源（予算、人員等）を適切に配置すること

により、研究開発を効率的に推進します。

② 提案公募方式による競争的研究資金制度の活用を積極的に進め、予算の確保に努めます。また、

研究施設、設備については、既存施設の整理合理化を進めつつ、効率的な維持管理や整備が図れ

るように、計画的な予算の確保に努めます。
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（４）人材育成と外部からの人材活用

① 優れた研究成果を生み出すためには、資質の高い研究員の育成確保、技術の継承が必要です。

このため、研究部門では、国立研究開発法人、大学等との連携や共同研究による研究開発力の

向上と、研修、教育制度の活用による若手研究員の育成に努めます。

② 高い専門性を有し、先端的な研究を行っている県内の大学等との連携協定を活用し、先進技術

の開発や早期の課題解決につながるよう研究のレベルアップを図ります。

２ 産学官連携・農商工連携等の強化

施策の方向■

● 大学、国立研究開発法人及び民間企業等との連携による共同研究や６次産業化の推

進に積極的に取り組み、研究の効率化や技術移転のスピ－ドアップを図ります。

● 生産者や実需者との連携を強化し、研究成果の迅速かつ効率的な移転を図ります。

施策の内容■

① 多様な研究分野の成果を総合的、体系的に活用する必要があることから、県内外の大学、国立

研究開発法人、民間企業、生産者等との交流や共同研究を積極的に行い、研究の分担を明確にし

た取り組みによる、効率的な研究開発を進めます。

② 研究成果を迅速かつ効率的に地域に移転させるため、地域と協働したした技術開発促進事業（地

域研究員や現地実用化試験など）や農業技術フォローアップセミナーにより、生産者や実需者と

の連携を強化します。

食感に特徴のあるヤマトイモジャムの開発（平成 29 年）
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３ 知的財産の創造・確保及び活用

施策の方向■

特許権や育成者権などの知的財産権の確保、活用に努め、各種農業施策を支援します。●

施策の内容■

① 平成 19 年３月に策定した「群馬県農産物知的財産基本方針」に基づき、県が育成した新品種
や開発した新技術などの知的財産権取得に努め、知的財産の蓄積を進めるとともに、行政、普及

部門と連携し、その活用を推進します。

② 知的財産権や実施許諾に関する専門的な知識の習得など、研究員の資質向上に努めます。

４ 研究成果の普及・事業化

施策の方向■

● 研究の入口（課題設定）から出口（成果移転）まで、生産者、関係機関と連携し、総合

的な視点で研究開発を進め、研究成果の普及に積極的に取り組みます。

施策の内容■

① 研究の企画段階から生産者、関係団体、行政部局及び普及組織が連携し、受け手を明確に意識

した研究成果の活用、普及、事業化を進めます。

② 開発した技術を「ぐんま農業新技術」としての公表し、関係機関と連携して農業技術フォロー

アップセミナーや農林水産業関係機関成果発表会等を開催し、研究成果の積極的な普及、定着に

取り組みます。

フォローアップセミナー（蚕糸技術センター）
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５ 県民とのコミュニケーションの確保

施策の方向■

県民との交流の場づくりを進め、わかりやすい情報の提供やＰＲに努めるとともに、教●

育現場等の支援を行い、地域に根ざした試験研究機関を目指します。

施策の内容■

① 農業研究の役割について、県民の理解を得るための取り組みが重要であることから、多種多様

な情報媒体を効果的に活用して、わかりやすい情報の提供やＰＲに努めます。

② 試験場所公開等による周辺地域、住民との交流に加え、児童生徒の農業体験や実習の受入れ、

学校教育への貢献、大学の研究支援等を積極的に行い、地域に根ざした試験研究機関を目指しま

す。

試験研究機関一般公開

（蚕糸技術センター）

研究成果の説明（農業技術センター）

（水産試験場）

（畜産試験場）群馬県農林水産業関係機関成果発表会
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６ 推進体制

施策の方向■

ぐんま農業研究基本計画は、試験研究機関・普及組織・行政の関係機関を構成員とする●

「群馬県農業技術推進会議」が中心となって推進します。

群馬県農業技術推進会議

● 設置の趣旨

地域農業及び農政の動向に即した先導的で。効率的な試験研究の推進を図る。

● 検討・推進事項

（１）試験研究の基本方向、推進方向について

（２）試験研究課題及び研究成果の普及に関すること

（３）試験研究運営の効率化に関すること

（４）その他、農業研究推進に関して必要な事項

● 運営及び構成

。

※ 事務局：農政課技術調整係 （構成員は令和３年３月現在）

［構成員］農政部長、農政部副部長、農政課長、同研究調整主監、技術支援課長、

同普及指導室長、同生産環境室長、蚕糸園芸課長、ぐんまブランド推進課長、

畜産課長、各農業事務所普及指導課長、農業技術センター所長、

蚕糸技術センター所長、水産試験場長、畜産試験場長

［構成員］農政課研究調整主監、同技術調整係長・係員、技術支援課関係係長、

同普及指導室関係専門員、蚕糸園芸課関係係長、ぐんまブランド推進課関係係長、

畜産課関係係長、各試験研究機関の場所長、部長、研究調整官、主席研究員、

センター長、関係係長

専門部会
（農業・蚕業・水産・畜産）

［構成員］農政課研究調整主監、同技術調整係長・係員、

各試験研究機関の研究調整官・主席研究員

本 会 議

各部門の研究推進等に関する調査検討。

農業研究及び農業技術対策に関する基本的事項の検討

とその方針決定。

試験研究機関の総合調整。研究調整担当者会議
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